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1. 現地調査 

1.1. 現地調査の概要 

本業務における計器観測およびその評価を実施するにあたり、観測地区または観測箇所

の状況を把握するため、観測開始前に現地調査を実施した。観測機器の設置状況・観測 
ルートの確認、観測順路沿いの危険箇所の抽出、車両駐車箇所の確認等を実施した。調

査結果は、計器の異常有無等の整理表(対応方針を含む)、安全に配慮した観測ルート等を

記載した現地調査報告書としてとりまとめた。 
なお、観測ルートの安全施設の破損・劣化が著しい場合は、交換・修復を提案し、安全

な観測ルートを維持する方針とした。 
 
 現地調査実施日      ： 令和 6 年 7 月 17 日（水） ～ 7 月 19 日（金） 
       令和 6 年 7 月 22 日（月） ～ 7 月 26 日（金） 
       令和 6 年 7 月 29 日（月） ～ 8 月 2 日（金） 
       令和 6 年 7 月 10 日（月） 

 
 現地調査における確認事項 ：①観測箇所（観測施設）の確認（異常の有無等の確認） 

②観測順路の確認 
③駐車場所の確認 

④観測作業順路沿いの危険箇所の確認 
⑤維持管理等の対応が必要な箇所の抽出 
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1.2. 現地調査方法 

現地調査は、徒歩により全ての観測順路、観測施設を回り、それぞれの状態について目

視により確認を行い、写真に記録した。現地調査における確認項目は、表 1.1 に示す内

容に着目した。 
 

表 1.1 現地調査における確認項目 
項目 種類 確認事項・着目点 
観測施設 変位杭   ・変位杭に破損はないか 

・工事等の影響を受ける恐れがないか 
孔内傾斜計 ・観測孔に破損はないか 
縦型伸縮計 ・伸縮計の架台および収納箱に劣化が生じてい

ないか 
・設置されている地盤に緩みや異常はないか 地盤伸縮計 

パイプ歪計 ・観測孔の保護枡に破損はないか 
・歪計のリード線に損傷がないか 

地下水位計 ・観測孔の保護枡に破損はないか 
・水位計が適切に設置されているか 

現地観測局  ・BOX や機器が正常に稼働しているか 
中継 BOX ・BOX や機器が正常に稼働しているか 
通信ケーブルおよび配管 ・ケーブルや保護管に損傷はないか 

観測順路 観測順路の斜面の状況 

 

・既往の順路が活用できるか 
・順路の荒廃などはないか 
・工事により通れない箇所がないか 
・ゴムボートの発着場所 

観測順路の誘導設備の状況 ・看板、トラロープ等の既設の誘導設備が活用

できるか 
・交換の必要性の確認、新たに設置するべき箇

所の確認 
危険箇所 安全対策の状況 ・危険な箇所に正しく対策が施されているか 

・既設の対策が活用できるか。または交換が必

要か 
・新たに設置するべき箇所の確認 

駐車位置 各観測箇所近傍の駐車可能

な箇所の確認、駐車するべき

でない箇所の確認 

・一般車の立ち入りのないダム用地内の駐車場

所の確認 
・公共の場所においては、地域やその他の利用

者に迷惑とならない場所 
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1.3. 現地調査結果 

（1） 観測施設状況 
各観測施設の設置状況を確認した。確認の結果、直ちに観測に支障をきたすような明ら

かな異常や損傷は認められなかったものの、いくつかの箇所において軽微な異常が認めら

れ、今後補修が必要と判断される。簡易に補修が可能な箇所については、今回の調査時に

補修を行った。以下に軽微な異常が認められた箇所を示す。 
1)  縦型伸縮計に植物が接触していた箇所 

勝沼地区の縦型伸縮計 HB371-1、HB-291-1 に植物が接触していることが確認され

た。具体には伸縮計ワイヤーに蔓が絡んでいる箇所、植生が接触している箇所が確

認された。ワイヤーに接触している蔓、枝葉を除去するとともに、計器周辺の除草

を行った。 
 

 
縦型伸縮計 HB371-1 縦型伸縮計 HB-291-1 

図 1.1  伸縮計ワイヤーに植生が接触している状況 
2)  地盤伸縮計インバー線の接触の恐れがある箇所 

久森沢地区の地盤伸縮計 HS-002 でインバー線が保護管に近接しており、インバー

線が保護管に接触する恐れがある。このため、地盤伸縮計の保護管及び支柱部分の補

修が必要である。 
 

 

 

地盤伸縮計 HS-002 
図 1.2  地盤伸縮計インバー線が保護管に接触する恐れがある箇所
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3)  伸縮計の架台および収納箱の経年劣化 
勝沼地区の地盤伸縮計 HS-004～HS-006、HS-008～HS-014、白岩沢地区地盤伸縮

計 YS-002、YS-003、横壁地区縦型伸縮計 YB-232-1、YB-260-1 の架台および収納箱

に軽微な劣化が認められる。これらの伸縮計は、一部が木製の材料により設置されて

おり、設置から 3 年～5 年が経過していることから、軽微な腐食等が生じている。直

ちに計測データに異常をきたすものではないが、今後劣化が進行すると安定したデー

タの取得に支障が出る可能性がある。そのため、今後これらの補修を行う必要がある。 
 

 
地盤伸縮計 HS-004 の架台の経年劣化 地盤伸縮計 HS-005 納箱の破損 

 
地盤伸縮計 HS-006 収納箱の破損 地盤伸縮計 HS-008 収納箱の破損 

 
地盤伸縮計 HS-009 の収納箱の破損 地盤伸縮計 HS-010 の架台の経年劣化 

図 1.3  伸縮計の架台、収納箱の劣化状況 
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地盤伸縮計 HS-011 の収納箱の経年劣化 地盤伸縮計 HS-012 の架台の経年劣化

 
地盤伸縮計 HS-013 の架台の経年劣化 地盤伸縮計 HS-014 の架台の経年劣化

 

 
地盤伸縮計 YS-002 の架台の経年劣化 地盤伸縮計 YS-003 の架台の経年劣化

 
伸縮計 YB-232-1 の架台の経年劣化 伸縮計 YB-260-1 の架台の経年劣化 

図 1.4  伸縮計の架台、収納箱の劣化状況 
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4)  通信ケーブルの流木との絡まり 

貯水池右岸の横壁地区において、斜面沿いに配線されている通信ケーブルの緩みと、

流木と絡まっている箇所が確認された。ただちに計測体制に影響を及ぼすものではな

いが、波浪や流木が流されることで通信ケーブルが破損する可能性がある。今後、通

信ケーブルの再固定と、流木との絡まりの解消を行う必要がある。 
 

通信ケーブルの流木との絡まり 

図 1.5 通信ケーブルの現地状況 
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（2） 観測順路の確認 
手動および半自動の観測計器は、現地へ徒歩で移動し、計測およびデータ回収を行っ

ている。これらの観測箇所への観測順路の状況を確認した。結果として、工事や地形の

変化等によって観測順路を変更するような箇所は認められず、既往の調査時と同様の

観測順路を継続して使用できることを確認した。今年度も既往の観測順路を使用し観

測を行う。図 1.6～図 1.12 に観測順路を示す。 
 

（3） 観測順路沿いおよび観測地点の危険箇所の確認 
観測順路の確認と併せて、観測順路沿いおよび観測地点の危険箇所の確認を行った。

観測順路においては、急斜面を上り下りする箇所、不安定な転石等が点在する斜面を

通行する箇所があり、これらの箇所に設置されている既往の安全対策（昇降用のロー

プ、安全な順路へ誘導するトラロープなど）の健全性を確認した。その結果、既設のロ

ープ等に劣化が認められず、健全であることを確認した。 
観測地点においては、法面や擁壁上での高所作業を行う箇所、湖面際の急斜面などで

観測を行う箇所があり、これらの箇所に設置されている既往の安全対策（転落防止の

ロープ、アイボルト、転落防止柵など）の健全性を確認した。その結果、既設の安全対

策についてはほぼ健全であることを確認したが、一部の箇所では追加で転落防止柵等

を設置する必要がある箇所が見受けられた。これらの箇所については、追加の対策を

実施する。 
上記で確認した各地点における危険箇所は観測作業者全員に共有を行い、安全対策

を使用するよう周知徹底した。 
 

（4） 駐車場所の確認 
観測作業の際に車両を駐車する場所を確認した。車両は、住宅の近く等には駐車せ

ず、一般車の立ち入りのないダム管理用地内に駐車すること、また、公共の駐車場へ駐

車する場合には、駐車場の隅に停めるなど一般の利用者の迷惑とならない箇所に駐車

することとした。 
 

（5） 周辺施設へ配慮する箇所 
以下の地区は周辺に住宅や商業施設があることから、調査の際には必要に応じて事

前連絡および挨拶を行うなど、地域へ配慮を行う必要がある。 
 川原湯地区①～川原湯地区③（付近に住宅、温泉旅館がある） 
 川原畑地区①、横壁地区①、横壁地区②（付近に住宅がある） 
 川原湯地区④、東中村地区①（付近に商業施設がある） 
 横壁小倉、小倉地区①（公共施設の駐車場の利用について施設およびほかの利用者

に配慮する） 
 
以上の確認結果について、表 1.2～表 1.9、図 1.6～図 1.12 に整理した。観測施設

や安全対策の補修が必要と判断した箇所については順次設置や補修を行う。 
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表 1.2 現地調査結果（1/8） 
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表 1.3 現地調査結果（2/8） 
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表 1.4 現地調査結果（3/8） 
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表 1.5 現地調査結果（4/8） 
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表 1.6 現地調査結果（5/8） 
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表 1.7 現地調査結果（6/8） 
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表 1.8 現地調査結果（7/8） 
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表 1.9 現地調査結果（8/8） 
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